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商工会は　行きます　聞きます　提案します

～会員満足向上運動～

経営上のお悩みは、お気軽に商工会にご相談ください！

▲各部会視察研修会写真　上：工業部会、写真右下：青年部、写真左下：女性部
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地
方
創
生
・
地
方
活
性
化
な
ど
の
美
辞
が
舞

踊
っ
た
平
成
二
十
七
年
度
も
、
そ
の
恩
恵
や
景

気
回
復
を
全
く
実
感
で
き
ぬ
ま
ま
終
了
し
て
し

ま
っ
た
。

二
十
八
年
度
に
は
更
に
景
気
ブ
レ
ー
キ
と
な

る
新
た
な
２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
『
消
費
税
増
税
』
と
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
』
導
入
で
あ
る
。
軽
減
税
を
上
手
く
活
用
し
て

我
々
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
要
因
に
働
く
べ
く
奮
闘

努
力
す
る
し
か
術
は
な
い
。
食
料
品
業
界
の
会

員
に
は
、
頭
の
痛
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、

全
会
員
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
努
力
と

ア
イ
デ
ア
で
何
と
か
乗
り
切
っ
て
頂
く
事
を
切

に
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。

片
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
、
「
揺
り
篭
か
ら
墓
場

ま
で
・
・
」
全
国
民
に
番
号
を
付
け
て
管
理
の
簡

素
化
を
図
る
と
い
う
極
め
て
役
所
的
・
官
僚
的

な
発
想
の
制
度
と
言
え
る
。
持
っ
て
い
な
い
と
手

続
き
上
、
書
類
上
多
く
の
不
都
合
が
生
じ
る
よ

う
で
何
と
も
歯
が
ゆ
い
感
じ
が
残
る
。

今
年
こ
そ
は
真
に
地
方
創
生
化
が
進
み
景
気

が
好
転
、
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
そ
ん
な
雰

囲
気
の
社
会
に
成
っ
て
ほ
し
い
。
商
工
会
会
員
な

ら
ず
全
国
民
が
心
の
底
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
る
。
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〃

　
　
　
熊
谷
　
正
浩
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〃

　
　
　
佐
藤
　
博
昭

　

〃

　
　
　
鈴
木
　
玖
子

新　会　員　紹　介
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消
費
税
率
に
つ
い
て
平
成
26
年
４

月
に
８
％
に
引
上
げ
ら
れ
、
更
に
平

成
29
年
４
月
に
10
％
に
引
上
げ
ら
れ

る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
税

を
円
滑
に
転
嫁
で
き
て
い
な
い
事
業

所
に
対
し
て
消
費
税
率
引
上
げ
に
向

け
た
万
全
の
転
嫁
対
策
を
図
る
た

め
、
消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
を
11

月
18
日
に
栗
原
南
部
商
工
会
志
波
姫

支
所
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
佐
藤
税
理
士
事
務
所

の
佐
藤
雅
俊
先
生
を
お
呼
び
し
て
講

習
会
を
開
催
し
、
当
日
は
12
名
の
参

加
者
が
講
習
会
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
の
転
嫁
対
策
に
つ
い
て
学

び
、
後
半
は
平
成
28
年
１
月
に
施
行

さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
の
概
要
を
税
務
に
係
る
部
分
を
中

心
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会

*宜しくお願い致します*

地区 事業所名 代表者名 住　所

築館 薬師調剤薬局 鈴木　雅博 築館薬師３丁目１－２１

築館 タイヤガレージ・アド 佐藤　　裕 築館字下宮野町浦130－1

築館 ㈱デンコードー築館店 井上　恵右 築館藤木１番４８号

築館 ヤマト運輸㈱栗原支店 千田　成彦 築館字城生野地蔵堂５５－１

築館 ㈱おてんとさん築館店 高橋　榮吾 築館宮野中央１－１－３

築館 ㈱栗っこライフサービス 吉尾　三郎 志波姫沼崎南沖４３８番地

瀬峰 ローソン栗原瀬峰店 高橋ミチ子 瀬峰新下田１９５－１

志波姫 大熊多美江税理士事務所 大熊多美江 志波姫南堀口１３３

高清水 豊田合成東日本㈱ 中田　　晃 高清水大沢３－３

築館 高橋建設興業 高橋　光佑 築館下宮野砂金田８５

築館 ㈱ホットマンTSUTAYA築館店 伊藤　信幸 築館留場桜１０－５

瀬峰 菅野電気工事 菅野　祐輔 大崎市古川江合錦町１丁目７－３６ ルックコラⅠ－１０１

築館 ONE　CHANCE 中田　和久 築館字下宮野八幡下２３０－１３

築館 若生重機 若生　恒治 築館伊豆三丁目５－３８

築館 hair salon HOT-Lip 保志　倫敦 築館藤木１－６６

築館 栗原屋TransPort 佐藤　　豪 志波姫新沼崎187－1

築館 税理士・司法書士 高橋吉教 高橋　吉教 築館薬師三丁目１番２号

築館 酒喰亭じゃらん 千葉　健一 築館藤木６－８

築館 ㈱いわぶち本店 うたげ座 岩渕　栄市 築館宮野中央１丁目４－１０

高清水 白洋舎クリーニング店 佐藤　光雄 高清水善光寺１２－１

築館 ㈱ホットマンイエローハット築館店 伊藤　信幸 築館留場桜１０－４
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
、

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
な
正
月
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。昨
年
度
中

は
本
会
運
営
に
当
り
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、「
大
胆
な
金
融
政
策
」、

「
機
動
的
な
財
政
政
策
」、「
民
間
投

資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」の「
三

本
の
矢
」
の
一
体
的
推
進
に
よ
り
、

わ
が
国
の
経
済
は
個
人
消
費
な
ど

一
部
に
弱
い
動
き
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
住
宅
投
資
、
公
共
投
資
、
求

人
倍
率
は
高
水
準
で
推
移
し
て
お

り
、
基
調
と
し
て
は
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
と
の
報
道
を
耳
に
致

し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
ご
と
に

見
る
と
温
度
差
が
生
じ
て
お
り
、

東
北
地
域
で
は
復
興
需
要
を
背
景

に
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
建

設
労
働
者
不
足
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
安
定
し
た
景
気
の
回
復
に
は

ま
だ
時
間
が
か
か
る
よ
う
な
気
が

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
栗
原

南
部
地
域
の
経
済
の
活
性
化
事
業

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
会
員
事

業
所
の
更
な
る
支
援
に
一
層
努
め

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
本
年
も
商

工
会
の
使
命
と
役
割
で
あ
る
経
営

改
善
普
及
事
業
の
積
極
的
な
取
り

組
み
は
勿
論
の
こ
と
、
行
政
と
の

連
携
強
化
推
進
と
共
に
活
力
あ
る

信
頼
さ
れ
る
商
工
会
事
業
へ
の
取

り
組
み
を
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹　賀　新　年
栗
原
南
部
商
工
会

会
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阿
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　雄

副
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大

　森

　新
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　村

　邦
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星

　
　
　幸

　宏
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尾

　形

　充

　弘
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真

　山

　信
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熊
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 〃

 

渡

　邊
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浅
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　健

　兒

 〃

 

佐
々
木

　信

　夫

 〃

 

山

　田

　好

　孝

 〃

 

千

　葉

　キ
ミ
子

 〃

 

尾

　形

　利

　子

 〃

 

山

　田

　秀

　樹

 〃

 

伊

　藤

　正

　吾

 〃

 

高

　橋

　
　
　昇

 〃

 

白

　鳥

　康

　弘

 〃

 

小
野
寺

　清

　毅

 〃

 

大

　内

　芳

　博

 〃

 

鹿

　野

　
　
　浩

 〃

 

鹿

　野

　昌

　章

 〃

 

佐

　藤

　博

　昭

 〃

 

鈴

　木

　玖

　子

監

　
　事

 
三

　浦

　富

　孝

 〃

 

佐

　藤

　純

　一

平
成
27
年
度
年
末
連
合
大
売
出

し
を
昨
年
12
月
13
日
か
ら
30
日
迄

の
18
日
間
、
参
加
店
48
事
業
所
で

実
施
致
し
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
方
々
が
当
選
さ

れ
る
よ
う
に
昨
年
と
同
じ
く
当
選

本
数
を
１
２
２
本
に
致
し
ま
し
た
。

１
月
８
日
に
築
館
本
所
に
お
い

て
大
抽
選
会
を
行
い
、
商
業
部

会
等
役
員
が
立
会
い
の
も
と
、

厳
正
か
つ
公
正
に
抽
選
券
を
一

枚
ず
つ
引
き
、
当
選
者
を
確
定

致
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

商
業部会

年
末
連
合
大
売
出
し

年末連合大売出し　ご当選おめでとうございます！年末連合大売出し　ご当選おめでとうございます！年末連合大売出し　ご当選おめでとうございます！

石川　雄一様　佐々木和衛様

曽根　浩文様　尾形なほ子様　千葉　房子様　鎌田　裕希様　高橋　秀一様
菅原　正道様　高橋　正人様　那須野和子様　鈴木真依子様　森　　利子様
佐藤たきえ様　鹿野ひろみ様　千葉　利弘様　千田　佳代様　佐藤スミ子様
高橋　　厖様　大内　陽子様　角張ひで子様　片倉　昭二様　白鳥さくえ様
熱海きみ子様　伊藤より子様　鈴木　立子様　曽根あや子様　本間　昭英様
片倉　優真様　小野寺由紀子様　成澤　絹子様　遠藤より子様　菅原　幸輝様
佐々木幸一様　兵藤　一郎様　佐藤　智幸様　佐藤美智子様　高橋　文子様
曽根由佳里様　瀬川　公子様　遠山　節子様　白鳥　禮子様　近藤　道代様

高橋かつ子様　平　　美江様　本間さゆり様　大槻　　愛様　狩野　岩雄様
渡辺　富子様　浅野　剛弥様　後藤　幸男様　高橋　陽子様　高橋　みさ様
高橋　絹子様　岩渕秀一朗様　阿部加代子様　佐々木こいそ様　佐藤とも子様
伊藤みさ子様　遠藤　真也様　今野由紀子様　佐々木正子様　三嶋　麻衣様
狩野登志枝様　狩野　　豊様　高橋　仁一様　曽根　律子様　白鳥　政恵様
村山　静江様　齋藤はつし様　伊藤　幸恵様　メガネトケイの千葉様　佐藤　和子様
今井　由美様　高橋ちよ子様　千葉　孝子様　鈴木　恭子様　及川いさ子様
瀬川　文子様　伊東はきの様　白鳥みき江様　佐藤　淳子様　高橋　俊江様
宮内　励緒様　阿部　洋子様　岩渕　宣子様　佐々木寿美子様　石川千恵子様
鹿野とし子様　加藤　倉雄様　高橋　りや様　細川みつえ様　鈴木　ちゑ様
千葉美智子様　佐藤　研三様　佐野　信恵様　鈴木　明浩様　西村　彰一様
操　　侑花様　白鳥　新一様　石川　政彦様　阿部　洋巳様　白鳥　勝徳様
菅原美佐子様　佐々木きよ子様　山田　幸子様　伊藤　千春様　佐藤　りか様
菊地　安徳様　鎌田みゆき様　石母田正幸様　後藤　哲弘様　菅原みつ子様
安藤　聖子様　伊藤　咲子様　大場ふじこ様　千葉きみ子様　鈴杵真木子様
佐藤　孝則様　白鳥　裕一様　高橋かよ子様　伊東あい子様　相馬　　清様

特賞（商品券30,000円）

１等（商品券5,000円）

２　等
（商品券3,000円）

30本

３　等
（商品券2,000円）

80本

栗
原
南
部
商
工
会

　会
長 

阿
部

　忠
雄

➡
抽
選
会

（順不同）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

２本

10本
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
、

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
な
正
月
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。昨
年
度
中

は
本
会
運
営
に
当
り
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、「
大
胆
な
金
融
政
策
」、

「
機
動
的
な
財
政
政
策
」、「
民
間
投

資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」の「
三

本
の
矢
」
の
一
体
的
推
進
に
よ
り
、

わ
が
国
の
経
済
は
個
人
消
費
な
ど

一
部
に
弱
い
動
き
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
住
宅
投
資
、
公
共
投
資
、
求

人
倍
率
は
高
水
準
で
推
移
し
て
お

り
、
基
調
と
し
て
は
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
と
の
報
道
を
耳
に
致

し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
ご
と
に

見
る
と
温
度
差
が
生
じ
て
お
り
、

東
北
地
域
で
は
復
興
需
要
を
背
景

に
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
建

設
労
働
者
不
足
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
安
定
し
た
景
気
の
回
復
に
は

ま
だ
時
間
が
か
か
る
よ
う
な
気
が

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
栗
原

南
部
地
域
の
経
済
の
活
性
化
事
業

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
会
員
事

業
所
の
更
な
る
支
援
に
一
層
努
め

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
本
年
も
商

工
会
の
使
命
と
役
割
で
あ
る
経
営

改
善
普
及
事
業
の
積
極
的
な
取
り

組
み
は
勿
論
の
こ
と
、
行
政
と
の

連
携
強
化
推
進
と
共
に
活
力
あ
る

信
頼
さ
れ
る
商
工
会
事
業
へ
の
取

り
組
み
を
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹　賀　新　年
栗
原
南
部
商
工
会

会

　
　長

 
阿

　部

　忠

　雄

副
会
長

 
圓

　谷

　晃

　一

 〃

 

伊

　藤

　克

　彦

筆
頭
理
事

 
佐

　藤

　
　
　完

理

　
　事

 
亀

　田

　伸

　男

 〃

 

月

　岡

　
　
　薫

 〃

 

若

　林

　美

　成

 〃

 

関

　村

　孝
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佐

　藤

　浩

　喜
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砂

　金
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　彦

 〃

 

長
谷
川

　
　
　敬

 〃

 

大

　森

　新

　治

 〃

 

西

　村

　邦

　彦

 〃

 

星

　
　
　幸

　宏

 〃

 

尾

　形

　充

　弘

 〃

 

真

　山

　信

　治

 〃

 

熊

　谷

　正

　浩

 〃

 

渡

　邊

　
　
　毅

 〃

 

浅

　沼

　健

　兒

 〃

 

佐
々
木

　信

　夫

 〃

 

山

　田

　好

　孝

 〃

 

千

　葉

　キ
ミ
子

 〃

 

尾

　形

　利

　子

 〃

 

山

　田

　秀

　樹

 〃

 

伊

　藤

　正

　吾

 〃

 

高

　橋

　
　
　昇

 〃

 

白

　鳥

　康

　弘

 〃

 

小
野
寺

　清

　毅

 〃

 

大

　内

　芳

　博

 〃

 

鹿

　野

　
　
　浩

 〃

 

鹿

　野

　昌

　章

 〃

 

佐

　藤

　博

　昭

 〃

 

鈴

　木

　玖

　子

監
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三

　浦
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　孝
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佐

　藤
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平
成
27
年
度
年
末
連
合
大
売
出

し
を
昨
年
12
月
13
日
か
ら
30
日
迄

の
18
日
間
、
参
加
店
48
事
業
所
で

実
施
致
し
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
方
々
が
当
選
さ

れ
る
よ
う
に
昨
年
と
同
じ
く
当
選

本
数
を
１
２
２
本
に
致
し
ま
し
た
。

１
月
８
日
に
築
館
本
所
に
お
い

て
大
抽
選
会
を
行
い
、
商
業
部

会
等
役
員
が
立
会
い
の
も
と
、

厳
正
か
つ
公
正
に
抽
選
券
を
一

枚
ず
つ
引
き
、
当
選
者
を
確
定

致
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

商
業部会

年
末
連
合
大
売
出
し

年末連合大売出し　ご当選おめでとうございます！年末連合大売出し　ご当選おめでとうございます！年末連合大売出し　ご当選おめでとうございます！

石川　雄一様　佐々木和衛様

曽根　浩文様　尾形なほ子様　千葉　房子様　鎌田　裕希様　高橋　秀一様
菅原　正道様　高橋　正人様　那須野和子様　鈴木真依子様　森　　利子様
佐藤たきえ様　鹿野ひろみ様　千葉　利弘様　千田　佳代様　佐藤スミ子様
高橋　　厖様　大内　陽子様　角張ひで子様　片倉　昭二様　白鳥さくえ様
熱海きみ子様　伊藤より子様　鈴木　立子様　曽根あや子様　本間　昭英様
片倉　優真様　小野寺由紀子様　成澤　絹子様　遠藤より子様　菅原　幸輝様
佐々木幸一様　兵藤　一郎様　佐藤　智幸様　佐藤美智子様　高橋　文子様
曽根由佳里様　瀬川　公子様　遠山　節子様　白鳥　禮子様　近藤　道代様

高橋かつ子様　平　　美江様　本間さゆり様　大槻　　愛様　狩野　岩雄様
渡辺　富子様　浅野　剛弥様　後藤　幸男様　高橋　陽子様　高橋　みさ様
高橋　絹子様　岩渕秀一朗様　阿部加代子様　佐々木こいそ様　佐藤とも子様
伊藤みさ子様　遠藤　真也様　今野由紀子様　佐々木正子様　三嶋　麻衣様
狩野登志枝様　狩野　　豊様　高橋　仁一様　曽根　律子様　白鳥　政恵様
村山　静江様　齋藤はつし様　伊藤　幸恵様　メガネトケイの千葉様　佐藤　和子様
今井　由美様　高橋ちよ子様　千葉　孝子様　鈴木　恭子様　及川いさ子様
瀬川　文子様　伊東はきの様　白鳥みき江様　佐藤　淳子様　高橋　俊江様
宮内　励緒様　阿部　洋子様　岩渕　宣子様　佐々木寿美子様　石川千恵子様
鹿野とし子様　加藤　倉雄様　高橋　りや様　細川みつえ様　鈴木　ちゑ様
千葉美智子様　佐藤　研三様　佐野　信恵様　鈴木　明浩様　西村　彰一様
操　　侑花様　白鳥　新一様　石川　政彦様　阿部　洋巳様　白鳥　勝徳様
菅原美佐子様　佐々木きよ子様　山田　幸子様　伊藤　千春様　佐藤　りか様
菊地　安徳様　鎌田みゆき様　石母田正幸様　後藤　哲弘様　菅原みつ子様
安藤　聖子様　伊藤　咲子様　大場ふじこ様　千葉きみ子様　鈴杵真木子様
佐藤　孝則様　白鳥　裕一様　高橋かよ子様　伊東あい子様　相馬　　清様

特賞（商品券30,000円）

１等（商品券5,000円）

２　等
（商品券3,000円）

30本

３　等
（商品券2,000円）

80本

栗
原
南
部
商
工
会

　会
長 

阿
部

　忠
雄

➡
抽
選
会

（順不同）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

２本

10本



今
年
度
、
本
会
商
業
部
会
で
は
「
新
商
店
街
活

動
推
進
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
こ
の

事
業
の
活
動
宣
言
「
地
元
で
買
う
べ
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
in
く
り
は
ら
」
を
宣
言
す
る
に
あ
た
り
報
道

機
関
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
際
の
質
問
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
の
相
違
点
は
何
か
、
本
当
に
成
果
が
出
る
の
か
、

と
い
っ
た
厳
し
い
質
問
が
出
さ
れ
る
等
、
外
部
か

ら
見
た
こ
れ
ま
で
の
我
々
の
取
組
み
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
の
一
端
を
見
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

我
々
商
業
人
の
置
か
れ
て
い
る
商
環
境
は
、
大

型
量
販
店
と
の
価
格
競
争
や
少
子
高
齢
化
に
よ

る
既
存
顧
客
の
減
少
等
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
各
自
が
各
々
対
策
を
打
つ
事
は
絶
対
的
に

必
要
な
事
で
す
が
個
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
業
は
個
の
力
を
一
つ
の
組
織
体
に
ま

と
め
、
地
域
に
根
差
す
商
店
・
事
業
所
の
魅
力
を

発
信
し
た
り
磨
き
上
げ
て
い
く
事
業
に
注
力
し

て
い
ま
す
。
本
年
は
啓
発
事
業
と
し
て
共
同
の
個

店
紹
介
小
冊
子
を
発
行
し
、
地
域
に
ど
ん
な
お
店

が
あ
り
そ
れ
が
ど
う
い
う
特
色
を
持
っ
た
店
舗
な

の
か
を
発
信
し
て
い
く
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
冊
子
発
行
に
つ
い
て
も
、
個
店
の
魅
力
を
い

か
に
消
費
者
に
伝
え
る
か
、
消
費
に
結
び
つ
け
る

事
が
出
来
る
か
に
つ
い
て
委
員
会
で
の
喧
々
諤
々

の
協
議
を
経
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

外
部
か
ら
見
た
ら
小
さ
な
一
歩
、
で
も
確
実

に
参
加
者
の
意
識
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

商
業
部
会
長
と
し
て
、
そ
し
て
一
商
工
人
と
し
て

こ
の
取
組
み
を
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
大
き

な
う
ね
り
と
し
て
継
続
さ
せ
て
い
く
よ
う
こ
れ

か
ら
も
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
参

加
は
い
つ
で
も
歓
迎
致
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

商
業
部
会
　
部
会
長
　
鹿
野
　
　
浩

４５

皆
さ
ん
は
生
涯
を
通
し
て
学
ん
で

い
る
事
が
あ
り
ま
す
か
？
高
清
水
で

は
、
茶
道
・
華
道
・
絵
画
等
　
様
々

な
手
段
で
自
己
充
実
を
図
る
事
を
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
発
表
の
場
が

『
生
涯
学
習
ま
つ
り
』
で
す
。
　

 

“
お
祭
り
に
行
っ
た
ら
賑
わ
っ
た

お
店
が
あ
る
”
そ
の
ワ
ク
ワ
ク
を
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
・
そ
ば
だ
ん
ご
等
　
商

工
会
ら
し
い
方
法
で
盛
り
上
げ
よ
う

と
試
行
錯
誤
、
青
年
部
も
女
性
部
も

商
業
部
も
腕
の
見
せ
所
で
す
。

心
の
充
実
と
お
腹
の
充
実
。
ど
ち

ら
も
一
遍
に
味
わ
え
る
、
贅
沢
な
年

に
一
度
の
お
祭
り
。
お
仕
事
お
忙
し

い
日
々
で
す
が
、
皆
さ
ん
も
生
涯
学

習
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

自己の充実・生涯学習まつり高清水地区 つきだて七夕まつり築館地区

８
月
14
日（
金
）
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ

ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
北
側
市

道
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
青
年
部
・
女
性
部
に
よ
る
売

店
の
出
店
や
柴
田
３
兄
妹
に
よ
る
三

味
線
シ
ョ
ー
を
始
め
、
竹
水
鉄
砲
制

作
・
実
演
、
ク
リ
ハ
ラ
イ
ザ
ー
シ
ョ

ー
、
市
内
外
9
団
体
に
よ
る
よ
さ
こ

い
踊
り
等
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
に
輝
く
大
輪
の

花
に
観
客
か
ら
は
何
度
も
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
湯
沢
市
か
ら
借
用
し
た

「
絵
ど
う
ろ
う
」
の
他
に
、
地
元
有

志
で
製
作
し
た
「
絵
ど
う
ろ
う
」
も

展
示
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
も
好
評
で

し
た
。

しわひめ水車まつり志波姫地区

８
月
14
日
に
瀬
峰
公
民
館
特
設
会

場
で
「
せ
み
ね
夏
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

街
頭
パ
レ
ー
ド
で
は
地
域
の
子
供

た
ち
が
製
作
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
神
輿

が
練
り
歩
き
、
お
祭
り
広
場
で
は
子

供
た
ち
の
か
き
氷
早
食
い
大
会
や
、

子
供
芸
能
大
会
な
ど
で
大
変
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
夜
に
は
例
年
盛
り
上

が
っ
て
い
る
空
手
演
武
、
神
楽
、
よ

さ
こ
い
踊
り
、
万
燈
神
輿
巡
行
、
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
今
年
は
特
別
に
演
歌
歌
手

の
さ
か
え
里
美
さ
ん
に
よ
る
演
歌
披

露
を
実
施
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に

楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

せみね夏祭り瀬峰地区

支部活動報告支部活動報告支部活動報告

青
年
部
は
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
標
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。

従
来
の
活
動
で
は
８
月
の
「
し
づ

は
た
姫
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
11
月
の
「
薬

師
ま
つ
り
」
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
活

動
等
を
通
し
て
栗
原
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
登
米
地
区
の
青
年
部
と

交
流
を
行
っ
た
り
、
県
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
向
い
た
り
と
幅
広
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
業

を
持
っ
て
お
り
忙
し
い
中
で
も
、
活

動
に
対
し
て
熱
い
気
持
ち
を
持
ち
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
青
年
部

の
活
動
方
針
を
決
め
る
「
定
例
会
」
で

は
毎
回
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
、
こ

れ
か
ら
も
更
に
青
年
部
活
動
は
充
実

し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
は
常
に
地
域
の
方
々
の
支

え
を
頂
き
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。

そ
の
恩
返
し
と
し
て
、
地
域
の
た
め

に
な
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

い
き
ま
す
！

青
年
部
　
事
務
局

恒
例
の
視
察
研
修
会
が
11
月
25
日
～
26

日
に
秋
田
県
方
面
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
研
修
は
男
鹿
に
あ
る
「
秋
田
国

家
石
油
備
蓄
基
地
」
を
視
察
。
こ
こ
で
は

国
内
消
費
量
の
８
日
分
を
備
蓄
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
野
球
場
の
広
さ
で
50
ｍ
ほ
ど

の
高
さ
の
タ
ン
ク
16
基
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
風
力
発
電
も
備
え
全
ポ
ン
プ
作
動

な
ど
特
別
電
力
が
必
要
の
場
合
で
も
停
電

し
な
い
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
お
り
一
同
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

次
は
男
鹿
真
山
伝
承
館
に
向
か
い
、
な

ま
は
げ
の
由
来
や
風
習
な
ど
を
寸
劇
に
て

鑑
賞
。
お
面
や
装
束
な
ど
は
各
地
区
に
よ

り
異
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
約
50
の
地
域

で
大
晦
日
に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

翌
日
は
小
坂
に
向
か
い
、
小
坂
鉱
山
事

務
所
を
見
学
。
明
治
38
年
に
造
ら
れ
た
木

造
西
洋
建
築
は
当
時
の
栄
華
を
今
に
伝
え

て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
の
芝
居
小
屋

「
康
楽
館
」
へ
移
動
し
て
舞
台
裏
の
説
明

を
受
け
、
館
復
興
30
年
記
念
特
別
公
演
の

「
天
空
の
魚
影
」
を
鑑
賞
。
笑
い
あ
り
涙

あ
り
の
上
演
で
観
衆
を
引
き
付
け
て
い
た
。

工
業
部
会
　
部
会
長
　
鹿
野
　
昌
章

二
十
七
年
度
の
女
性
部
に
お
い
て

は
、
栗
原
南
部
と
な
っ
て
初
め
て
ブ
ロ

ッ
ク
担
当
と
な
り
、
県
と
単
商
工
会

の
連
絡
係
の
他
、
栗
原
・
登
米
ブ
ロ
ッ

ク
も
担
当
と
な
り
、
五
月
以
来
毎
月

毎
月
と
企
画
・
連
絡
・
実
行
と
忙
し
い

中
、
連
帯
へ
の
繋
が
り
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
の
山
形
へ
の
親
睦
旅
行
、

そ
の
当
時
は
大
変
感
激
し
楽
し
ん
だ

記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
様
々

な
行
事
が
有
り
過
ぎ
て
遠
い
過
去
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
女
性
部
十
周
年
の
メ
イ
ン

活
動
を
、
瀬
峰
・
高
清
水
両
地
区
の

部
員
さ
ん
達
が
長
年
継
続
し
て
き
た

小
学
一
年
生
に
贈
る
“愛
の
鈴
”を
女
性

部
全
体
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
に
講
習

会
を
開
催
し
、
今
年
四
月
に
入
学
す

る
子
供
達
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
を
楽

し
み
に
作
り
上
げ
、
女
性
部
の
皆
さ

ん
が
毎
日
の
活
動
の
元
気
を
得
ら
れ

る
こ
と
と
期
待
し
て
実
施
し
ま
す
。

女
性
部
　
部
長
　
鈴
木
　
玖
子

部会活動報告部会活動報告部会活動報告
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地
域
の
各
種
団
体
や
幼
稚
園
、
小

中
学
校
な
ど
の
協
力
を
頂
い
た
手
作

り
の
七
夕
飾
り
が
風
に
揺
れ
る
な
か

８
月
８
日（
土
）
・
９
日（
日
）
の
二
日

間
、
築
館
総
合
支
所
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
エ
レ
ク
ト

ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
薬
師
太
鼓
演
奏
、

し
づ
は
た
姫
コ
ン
テ
ス
ト
、
パ
ト
カ

ー
に
乗
っ
て
の
記
念
撮
影
、
バ
ン
ド

ラ
イ
ブ
、
ｊ
ａ
ｚ
ｚ
ラ
イ
ブ
そ
し
て

恒
例
の
七
夕
手
踊
り
パ
レ
ー
ド
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、

七
夕
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
も
行
い
各

商
店
会
へ
買
い
物
や
お
食
事
に
向
か

う
家
族
連
れ
も
い
て
真
夏
の
暑
い
ひ

と
時
を
来
場
者
と
も
ど
も
皆
さ
ん
が

楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

栗原南部商工会商業部会の取組み工業部会視察研修

女性部は活動しました地域のための青年部



今
年
度
、
本
会
商
業
部
会
で
は
「
新
商
店
街
活

動
推
進
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
こ
の

事
業
の
活
動
宣
言
「
地
元
で
買
う
べ
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
in
く
り
は
ら
」
を
宣
言
す
る
に
あ
た
り
報
道

機
関
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
際
の
質
問
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
の
相
違
点
は
何
か
、
本
当
に
成
果
が
出
る
の
か
、

と
い
っ
た
厳
し
い
質
問
が
出
さ
れ
る
等
、
外
部
か

ら
見
た
こ
れ
ま
で
の
我
々
の
取
組
み
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
の
一
端
を
見
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

我
々
商
業
人
の
置
か
れ
て
い
る
商
環
境
は
、
大

型
量
販
店
と
の
価
格
競
争
や
少
子
高
齢
化
に
よ

る
既
存
顧
客
の
減
少
等
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
各
自
が
各
々
対
策
を
打
つ
事
は
絶
対
的
に

必
要
な
事
で
す
が
個
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
業
は
個
の
力
を
一
つ
の
組
織
体
に
ま

と
め
、
地
域
に
根
差
す
商
店
・
事
業
所
の
魅
力
を

発
信
し
た
り
磨
き
上
げ
て
い
く
事
業
に
注
力
し

て
い
ま
す
。
本
年
は
啓
発
事
業
と
し
て
共
同
の
個

店
紹
介
小
冊
子
を
発
行
し
、
地
域
に
ど
ん
な
お
店

が
あ
り
そ
れ
が
ど
う
い
う
特
色
を
持
っ
た
店
舗
な

の
か
を
発
信
し
て
い
く
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
冊
子
発
行
に
つ
い
て
も
、
個
店
の
魅
力
を
い

か
に
消
費
者
に
伝
え
る
か
、
消
費
に
結
び
つ
け
る

事
が
出
来
る
か
に
つ
い
て
委
員
会
で
の
喧
々
諤
々

の
協
議
を
経
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

外
部
か
ら
見
た
ら
小
さ
な
一
歩
、
で
も
確
実

に
参
加
者
の
意
識
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

商
業
部
会
長
と
し
て
、
そ
し
て
一
商
工
人
と
し
て

こ
の
取
組
み
を
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
大
き

な
う
ね
り
と
し
て
継
続
さ
せ
て
い
く
よ
う
こ
れ

か
ら
も
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
参

加
は
い
つ
で
も
歓
迎
致
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

商
業
部
会
　
部
会
長
　
鹿
野
　
　
浩

４５

皆
さ
ん
は
生
涯
を
通
し
て
学
ん
で

い
る
事
が
あ
り
ま
す
か
？
高
清
水
で

は
、
茶
道
・
華
道
・
絵
画
等
　
様
々

な
手
段
で
自
己
充
実
を
図
る
事
を
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
発
表
の
場
が

『
生
涯
学
習
ま
つ
り
』
で
す
。
　

 

“
お
祭
り
に
行
っ
た
ら
賑
わ
っ
た

お
店
が
あ
る
”
そ
の
ワ
ク
ワ
ク
を
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
・
そ
ば
だ
ん
ご
等
　
商

工
会
ら
し
い
方
法
で
盛
り
上
げ
よ
う

と
試
行
錯
誤
、
青
年
部
も
女
性
部
も

商
業
部
も
腕
の
見
せ
所
で
す
。

心
の
充
実
と
お
腹
の
充
実
。
ど
ち

ら
も
一
遍
に
味
わ
え
る
、
贅
沢
な
年

に
一
度
の
お
祭
り
。
お
仕
事
お
忙
し

い
日
々
で
す
が
、
皆
さ
ん
も
生
涯
学

習
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

自己の充実・生涯学習まつり高清水地区 つきだて七夕まつり築館地区

８
月
14
日（
金
）
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ

ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店
北
側
市

道
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
青
年
部
・
女
性
部
に
よ
る
売

店
の
出
店
や
柴
田
３
兄
妹
に
よ
る
三

味
線
シ
ョ
ー
を
始
め
、
竹
水
鉄
砲
制

作
・
実
演
、
ク
リ
ハ
ラ
イ
ザ
ー
シ
ョ

ー
、
市
内
外
9
団
体
に
よ
る
よ
さ
こ

い
踊
り
等
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
に
輝
く
大
輪
の

花
に
観
客
か
ら
は
何
度
も
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
湯
沢
市
か
ら
借
用
し
た

「
絵
ど
う
ろ
う
」
の
他
に
、
地
元
有

志
で
製
作
し
た
「
絵
ど
う
ろ
う
」
も

展
示
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
も
好
評
で

し
た
。

しわひめ水車まつり志波姫地区

８
月
14
日
に
瀬
峰
公
民
館
特
設
会

場
で
「
せ
み
ね
夏
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

街
頭
パ
レ
ー
ド
で
は
地
域
の
子
供

た
ち
が
製
作
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
神
輿

が
練
り
歩
き
、
お
祭
り
広
場
で
は
子

供
た
ち
の
か
き
氷
早
食
い
大
会
や
、

子
供
芸
能
大
会
な
ど
で
大
変
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
夜
に
は
例
年
盛
り
上

が
っ
て
い
る
空
手
演
武
、
神
楽
、
よ

さ
こ
い
踊
り
、
万
燈
神
輿
巡
行
、
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
今
年
は
特
別
に
演
歌
歌
手

の
さ
か
え
里
美
さ
ん
に
よ
る
演
歌
披

露
を
実
施
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に

楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

せみね夏祭り瀬峰地区

支部活動報告支部活動報告支部活動報告

青
年
部
は
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
標
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。

従
来
の
活
動
で
は
８
月
の
「
し
づ

は
た
姫
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
11
月
の
「
薬

師
ま
つ
り
」
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
活

動
等
を
通
し
て
栗
原
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
登
米
地
区
の
青
年
部
と

交
流
を
行
っ
た
り
、
県
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
向
い
た
り
と
幅
広
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
業

を
持
っ
て
お
り
忙
し
い
中
で
も
、
活

動
に
対
し
て
熱
い
気
持
ち
を
持
ち
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
青
年
部

の
活
動
方
針
を
決
め
る
「
定
例
会
」
で

は
毎
回
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
、
こ

れ
か
ら
も
更
に
青
年
部
活
動
は
充
実

し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
は
常
に
地
域
の
方
々
の
支

え
を
頂
き
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。

そ
の
恩
返
し
と
し
て
、
地
域
の
た
め

に
な
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

い
き
ま
す
！

青
年
部
　
事
務
局

恒
例
の
視
察
研
修
会
が
11
月
25
日
～
26

日
に
秋
田
県
方
面
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
研
修
は
男
鹿
に
あ
る
「
秋
田
国

家
石
油
備
蓄
基
地
」
を
視
察
。
こ
こ
で
は

国
内
消
費
量
の
８
日
分
を
備
蓄
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
野
球
場
の
広
さ
で
50
ｍ
ほ
ど

の
高
さ
の
タ
ン
ク
16
基
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
風
力
発
電
も
備
え
全
ポ
ン
プ
作
動

な
ど
特
別
電
力
が
必
要
の
場
合
で
も
停
電

し
な
い
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
お
り
一
同
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

次
は
男
鹿
真
山
伝
承
館
に
向
か
い
、
な

ま
は
げ
の
由
来
や
風
習
な
ど
を
寸
劇
に
て

鑑
賞
。
お
面
や
装
束
な
ど
は
各
地
区
に
よ

り
異
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
約
50
の
地
域

で
大
晦
日
に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

翌
日
は
小
坂
に
向
か
い
、
小
坂
鉱
山
事

務
所
を
見
学
。
明
治
38
年
に
造
ら
れ
た
木

造
西
洋
建
築
は
当
時
の
栄
華
を
今
に
伝
え

て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
の
芝
居
小
屋

「
康
楽
館
」
へ
移
動
し
て
舞
台
裏
の
説
明

を
受
け
、
館
復
興
30
年
記
念
特
別
公
演
の

「
天
空
の
魚
影
」
を
鑑
賞
。
笑
い
あ
り
涙

あ
り
の
上
演
で
観
衆
を
引
き
付
け
て
い
た
。

工
業
部
会
　
部
会
長
　
鹿
野
　
昌
章

二
十
七
年
度
の
女
性
部
に
お
い
て

は
、
栗
原
南
部
と
な
っ
て
初
め
て
ブ
ロ

ッ
ク
担
当
と
な
り
、
県
と
単
商
工
会

の
連
絡
係
の
他
、
栗
原
・
登
米
ブ
ロ
ッ

ク
も
担
当
と
な
り
、
五
月
以
来
毎
月

毎
月
と
企
画
・
連
絡
・
実
行
と
忙
し
い

中
、
連
帯
へ
の
繋
が
り
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
の
山
形
へ
の
親
睦
旅
行
、

そ
の
当
時
は
大
変
感
激
し
楽
し
ん
だ

記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
様
々

な
行
事
が
有
り
過
ぎ
て
遠
い
過
去
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
女
性
部
十
周
年
の
メ
イ
ン

活
動
を
、
瀬
峰
・
高
清
水
両
地
区
の

部
員
さ
ん
達
が
長
年
継
続
し
て
き
た

小
学
一
年
生
に
贈
る
“愛
の
鈴
”を
女
性

部
全
体
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
に
講
習

会
を
開
催
し
、
今
年
四
月
に
入
学
す

る
子
供
達
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
を
楽

し
み
に
作
り
上
げ
、
女
性
部
の
皆
さ

ん
が
毎
日
の
活
動
の
元
気
を
得
ら
れ

る
こ
と
と
期
待
し
て
実
施
し
ま
す
。

女
性
部
　
部
長
　
鈴
木
　
玖
子

部会活動報告部会活動報告部会活動報告
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地
域
の
各
種
団
体
や
幼
稚
園
、
小

中
学
校
な
ど
の
協
力
を
頂
い
た
手
作

り
の
七
夕
飾
り
が
風
に
揺
れ
る
な
か

８
月
８
日（
土
）
・
９
日（
日
）
の
二
日

間
、
築
館
総
合
支
所
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
エ
レ
ク
ト

ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
薬
師
太
鼓
演
奏
、

し
づ
は
た
姫
コ
ン
テ
ス
ト
、
パ
ト
カ

ー
に
乗
っ
て
の
記
念
撮
影
、
バ
ン
ド

ラ
イ
ブ
、
ｊ
ａ
ｚ
ｚ
ラ
イ
ブ
そ
し
て

恒
例
の
七
夕
手
踊
り
パ
レ
ー
ド
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、

七
夕
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
も
行
い
各

商
店
会
へ
買
い
物
や
お
食
事
に
向
か

う
家
族
連
れ
も
い
て
真
夏
の
暑
い
ひ

と
時
を
来
場
者
と
も
ど
も
皆
さ
ん
が

楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

栗原南部商工会商業部会の取組み工業部会視察研修

女性部は活動しました地域のための青年部
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医療保証特約型付帯加入できます

経営セーフティ共済

小規模企業共済制度

経営セーフティ共済がさらに充実しました

掛金の１０倍の範囲内で

貸付条件は　無担保•無保証人

掛金は 損金または必要経費に

償還期間は 貸付額に応じて設定

早期償還手当金の創設

掛金の積立限度額の引上げ（３２０万円⇒８００万円）

掛金月額（上限）の引上げ（８万円⇒２０万円）

最高８，０００万円

取引先の
倒産 !

もしものと
きの資金調

達

しっかりサ
ポートしま

す。

経営者の
退職金

小規模企業共
済制度は

退職後のゆと
りある生活を

応援する安心
の共済制度で

す。

まで貸付け

「経営セーフティ共済」は、中小企業倒産防止共済の愛称です。

「ゆとり」
のために。

全国で約１２０万人 の経営者が加入

掛金は全額所得控除
無理のない掛金
月額１，０００円～７０，０００円の範囲で自由に選択

共済金の受取りは一括・分割・併用の３タイプ
受取り時にも税制面での大きなメリット
災害時や緊急時には契約者貸付けの利用が可能

マイナンバー制度について

最新情報はホームページで！－§おかげさまで６０周年§－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１月から社会保障・税・災害対策等の行政手続きで、
マイナンバーの利用が始まります。

・内閣官房の社会保障・税番号制度（マイナンバー）ホームページ
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

・マイナンバーのコールセンター（全国共通ナビダイヤル）
　０５７０－２０－０１７８ ※通話料がかかります
　平日９時３０分～１７時３０分（土日祝日・年末年始を除く）

★学　生★
•アルバイトの勤務先に！
•奨学金の申請時に！
•勤労学生の控除手続きに！

★主　婦★
•パート・アルバイトの勤務先に！
•出産育児一時金や育休の申請時に！
•児童手当の申請時に！

★会社員★
•勤務先に提出する税務関係書類に！
•雇用保険や社会保険の手続きに！

★個人事業主★
•確定申告に！
•従業員のマイナンバーを管理！
　（雇用保険・社会保険・源泉徴収の手続きで
　　　　　　　従業員のマイナンバーが必要）

★法人企業★　※法人番号について
•個人番号とは別に法人番号が付番されます！
個人番号と違い、秘密にしなければならない番号ではないため、利用範
囲の規制はなく誰でも自由に利用可能な番号です。
また、法人番号はインターネットを通じて公表されます。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃんTEL 022(263)1265  FAX 022(267)2878TEL 0228-22-3611  FAX 0228-22-3612

あるいは直接 宮城県火災共済協同組合お問い合せ・お申込みは 栗原南部商工会へ

こんな場面で、マイナンバーを使います。こんな場面で、マイナンバーを使います。
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商工会は　行きます　聞きます　提案します

～会員満足向上運動～

経営上のお悩みは、お気軽に商工会にご相談ください！

▲各部会視察研修会写真　上：工業部会、写真右下：青年部、写真左下：女性部

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

地
方
創
生
・
地
方
活
性
化
な
ど
の
美
辞
が
舞

踊
っ
た
平
成
二
十
七
年
度
も
、
そ
の
恩
恵
や
景

気
回
復
を
全
く
実
感
で
き
ぬ
ま
ま
終
了
し
て
し

ま
っ
た
。

二
十
八
年
度
に
は
更
に
景
気
ブ
レ
ー
キ
と
な

る
新
た
な
２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
『
消
費
税
増
税
』
と
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
』
導
入
で
あ
る
。
軽
減
税
を
上
手
く
活
用
し
て

我
々
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
要
因
に
働
く
べ
く
奮
闘

努
力
す
る
し
か
術
は
な
い
。
食
料
品
業
界
の
会

員
に
は
、
頭
の
痛
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、

全
会
員
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
努
力
と

ア
イ
デ
ア
で
何
と
か
乗
り
切
っ
て
頂
く
事
を
切

に
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。

片
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
、
「
揺
り
篭
か
ら
墓
場

ま
で
・
・
」
全
国
民
に
番
号
を
付
け
て
管
理
の
簡

素
化
を
図
る
と
い
う
極
め
て
役
所
的
・
官
僚
的

な
発
想
の
制
度
と
言
え
る
。
持
っ
て
い
な
い
と
手

続
き
上
、
書
類
上
多
く
の
不
都
合
が
生
じ
る
よ

う
で
何
と
も
歯
が
ゆ
い
感
じ
が
残
る
。

今
年
こ
そ
は
真
に
地
方
創
生
化
が
進
み
景
気

が
好
転
、
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
そ
ん
な
雰

囲
気
の
社
会
に
成
っ
て
ほ
し
い
。
商
工
会
会
員
な

ら
ず
全
国
民
が
心
の
底
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
る
。
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鈴
木
　
玖
子

新　会　員　紹　介
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消
費
税
率
に
つ
い
て
平
成
26
年
４

月
に
８
％
に
引
上
げ
ら
れ
、
更
に
平

成
29
年
４
月
に
10
％
に
引
上
げ
ら
れ

る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
税

を
円
滑
に
転
嫁
で
き
て
い
な
い
事
業

所
に
対
し
て
消
費
税
率
引
上
げ
に
向

け
た
万
全
の
転
嫁
対
策
を
図
る
た

め
、
消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
を
11

月
18
日
に
栗
原
南
部
商
工
会
志
波
姫

支
所
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
佐
藤
税
理
士
事
務
所

の
佐
藤
雅
俊
先
生
を
お
呼
び
し
て
講

習
会
を
開
催
し
、
当
日
は
12
名
の
参

加
者
が
講
習
会
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
の
転
嫁
対
策
に
つ
い
て
学

び
、
後
半
は
平
成
28
年
１
月
に
施
行

さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
の
概
要
を
税
務
に
係
る
部
分
を
中

心
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会

*宜しくお願い致します*

地区 事業所名 代表者名 住　所

築館 薬師調剤薬局 鈴木　雅博 築館薬師３丁目１－２１

築館 タイヤガレージ・アド 佐藤　　裕 築館字下宮野町浦130－1

築館 ㈱デンコードー築館店 井上　恵右 築館藤木１番４８号

築館 ヤマト運輸㈱栗原支店 千田　成彦 築館字城生野地蔵堂５５－１

築館 ㈱おてんとさん築館店 高橋　榮吾 築館宮野中央１－１－３

築館 ㈱栗っこライフサービス 吉尾　三郎 志波姫沼崎南沖４３８番地

瀬峰 ローソン栗原瀬峰店 高橋ミチ子 瀬峰新下田１９５－１

志波姫 大熊多美江税理士事務所 大熊多美江 志波姫南堀口１３３

高清水 豊田合成東日本㈱ 中田　　晃 高清水大沢３－３

築館 高橋建設興業 高橋　光佑 築館下宮野砂金田８５

築館 ㈱ホットマンTSUTAYA築館店 伊藤　信幸 築館留場桜１０－５

瀬峰 菅野電気工事 菅野　祐輔 大崎市古川江合錦町１丁目７－３６ ルックコラⅠ－１０１

築館 ONE　CHANCE 中田　和久 築館字下宮野八幡下２３０－１３

築館 若生重機 若生　恒治 築館伊豆三丁目５－３８

築館 hair salon HOT-Lip 保志　倫敦 築館藤木１－６６

築館 栗原屋TransPort 佐藤　　豪 志波姫新沼崎187－1

築館 税理士・司法書士 高橋吉教 高橋　吉教 築館薬師三丁目１番２号

築館 酒喰亭じゃらん 千葉　健一 築館藤木６－８

築館 ㈱いわぶち本店 うたげ座 岩渕　栄市 築館宮野中央１丁目４－１０

高清水 白洋舎クリーニング店 佐藤　光雄 高清水善光寺１２－１

築館 ㈱ホットマンイエローハット築館店 伊藤　信幸 築館留場桜１０－４


